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(百万円未満切捨て)

１．2022年６月期第２四半期の連結業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 14,272 - 493 - 496 - 248 -

2021年６月期第２四半期 - - - - - - - -
(注) 包括利益 2022年６月期第２四半期 267百万円( -％) 2021年６月期第２四半期 -百万円( -％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第２四半期 29.68 29.45

2021年６月期第２四半期 - -
　

（注）当社は、2021年７月14日に共同株式移転により設立されたため、前年同四半期実績はありません。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 19,663 8,897 45.0
2021年６月期 - - -

(参考) 自己資本 2022年６月期第２四半期 8,848百万円 2021年６月期 -百万円
　

（注）当社は、2021年７月14日に共同株式移転により設立されたため、前期実績はありません。
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 - - - - -

2022年６月期 - -

2022年６月期(予想) - 40.00 40.00

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

２．当社は、2021年７月14日に共同株式移転により設立されたため、前期実績はありません。

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,500 - 2,100 - 2,040 - 1,280 - 152.88
(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　

２．当社は、2021年７月14日に共同株式移転により設立されたため、対前期増減率はありません。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）及び（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年６月期２Ｑ 8,420,000株 2021年６月期 -株

② 期末自己株式数 2022年６月期２Ｑ 442,524株 2021年６月期 -株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期２Ｑ 8,372,653株 2021年６月期２Ｑ -株
　

（注）当社は、2021年７月14日に共同株式移転により設立されたため、前期実績及び前年同四半期実績はありません。
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績などは様々な要因によ
り、大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に
ついては、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。

（決算説明会について）
　当社は、決算説明動画（録画形式）を当社ウェブサイト（https://www.dcne.co.jp/）にて公開を行う予定で
す。決算説明動画（録画形式）は、2022年２月14日（月）17時に公開を予定しております。
　また、決算補足説明資料については、事前にTDnet及び当社ウェブサイト（https://www.dcne.co.jp/）に掲載す
る予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和され

る中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、持ち直しの動きがみられました。しかしながら、新型コロナウイ

ルスの新たな変異株が出現し、感染再拡大による経済活動の停滞が懸念され、景気の先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

当社グループが属する建設コンサルタント業界及び地質調査業界の経営環境は、昨年度までの「防災・減災、国土強

靱化のための３か年緊急対策」の後に「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」として、令和３年度から

７年度までの５か年に重点的かつ集中的に対策を講ずることとなり、国内の公共事業を取り巻く環境は、堅調に推移し

ていくものと考えられます。

このような状況の下で、当社グループは、今期が初年度となる第１次中期経営計画（2021年７月から2024年６月ま

で）において、企業理念として定めた「大地と空間、人と社会の可能性を引き出し、未来を拓く」の実現に向けて、

「シナジー効果の創出による事業拡大」と「経営基盤の整備・強化」を基本方針として設定いたしました。これらの基

本方針に基づき、中期経営計画の最終年度となる2024年6月期の目標である受注高340億円、売上高340億円、営業利益24

億円の達成に向けて取り組んでおります。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の業績は、受注高は134億４千１百万円、受注残

高は183億８百万円、売上高は142億７千２百万円となりました。利益面におきましては、営業利益は４億９千３百万円、

経常利益は４億９千６百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億４千８百万円となりました。

なお、当社グループのセグメントは、総合建設コンサルタント事業のみの単一セグメントであるため、セグメントご

との記載はしておりません。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、196億６千３百万円となりました。主な内容は、現金及び預金が

11億８千４百万円、受取手形及び売掛金が２億２千３百万円、契約資産が119億３千２百万円、有形固定資産が18億９千

２百万円、退職給付に係る資産が22億８千５百万円であります。

　負債合計は、107億６千６百万円となりました。主な内容は、業務未払金が14億２千６百万円、短期借入金が31億円、

契約負債が14億５千１百万円、長期借入金が11億９千６百万円、退職給付に係る負債が４億７千万円であります。

　純資産合計は、88億９千７百万円となりました。主な内容は、資本金及び資本剰余金が35億８千万円、利益剰余金が

53億７千４百万円であります。

　これらの結果、当社グループの自己資本比率は45.0％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、11億８千４百万円と

なりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金純額は、61億５千７百万円となりました。これは主に、当社グループの売掛債権の入金

時期が下期に集中する季節性を有することから、従業員への人件費や協力会社への外注費等の運転資金の支払いが先行

するほか、前連結会計年度の課税所得に対する法人税等の支払いによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金純額は、８億４千６百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出

２億１千６百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出５億３千６百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金純額は、26億１千１百万円となりました。これは主に、金融機関から運転資金の調達と

して短期借入金の純増加額31億円、配当金の支払額３億９千３百万円によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

「（１）経営成績に関する説明」に記載のとおり、国内の公共事業を取巻く環境は、堅調に推移していくものと考え

られ、今後においても一定の受注高、売上高、営業利益を確保できるものと判断しております。

このような状況の下で、当社グループの業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の営業成績が通期の予

想に対し順調に推移しており、業績予想を上回る見通しであることから、通期の業績予想を修正いたしました。

詳細については、本日（2022年２月14日）公表いたしました「2022年６月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,184,173

受取手形及び売掛金 223,523

契約資産 11,932,670

その他 490,936

流動資産合計 13,831,303

固定資産

有形固定資産 1,892,773

無形固定資産 359,291

投資その他の資産

投資有価証券 404,722

退職給付に係る資産 2,285,917

繰延税金資産 17,384

その他 871,935

投資その他の資産合計 3,579,960

固定資産合計 5,832,025

資産合計 19,663,328
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

業務未払金 1,426,004

短期借入金 3,100,000

１年内返済予定の長期借入金 214,284

未払法人税等 478,152

契約負債 1,451,727

完成業務補償引当金 161,650

受注損失引当金 89,069

その他 1,531,593

流動負債合計 8,452,482

固定負債

長期借入金 1,196,431

退職給付に係る負債 470,486

役員退職慰労引当金 65,000

資産除去債務 122,015

繰延税金負債 438,242

その他 21,508

固定負債合計 2,313,683

負債合計 10,766,165

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000

資本剰余金 1,580,091

利益剰余金 5,374,087

自己株式 △144,478

株主資本合計 8,809,700

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 117,127

為替換算調整勘定 △21,026

退職給付に係る調整累計額 △57,708

その他の包括利益累計額合計 38,392

新株予約権 49,069

純資産合計 8,897,163

負債純資産合計 19,663,328
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 14,272,793

売上原価 10,168,856

売上総利益 4,103,936

販売費及び一般管理費 3,610,810

営業利益 493,126

営業外収益

受取利息 39

受取配当金 2,030

不動産賃貸料 7,440

貸倒引当金戻入額 6,301

その他 5,084

営業外収益合計 20,896

営業外費用

支払利息 4,776

固定資産除却損 5,722

不動産賃貸費用 3,689

その他 3,221

営業外費用合計 17,409

経常利益 496,613

税金等調整前四半期純利益 496,613

法人税、住民税及び事業税 393,334

法人税等調整額 △145,194

法人税等合計 248,140

四半期純利益 248,473

親会社株主に帰属する四半期純利益 248,473
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 248,473

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,246

為替換算調整勘定 866

退職給付に係る調整額 25

その他の包括利益合計 19,138

四半期包括利益 267,612

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 267,612

非支配株主に係る四半期包括利益 ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期連結累計期間

(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 496,613

減価償却費 211,854

のれん償却額 104,818

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,509

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △53,624

退職給付に係る調整累計額の増減額（△は減
少）

36

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22,800

完成業務補償引当金の増減額（△は減少） 154,590

受注損失引当金の増減額（△は減少） △70,284

受取利息及び受取配当金 △2,069

支払利息 4,776

売上債権の増減額（△は増加） 3,074,435

契約資産の増減額（△は増加） △4,876,754

仕入債務の増減額（△は減少） 151,582

契約負債の増減額（△は減少） △3,544,959

その他 △1,499,809

小計 △5,865,084

法人税等の支払額 △292,216

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,157,300

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △216,280

無形固定資産の取得による支出 △40,626

投資有価証券の取得による支出 △25,001

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△536,639

利息及び配当金の受取額 2,654

その他 △30,706

投資活動によるキャッシュ・フロー △846,600

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,100,000

長期借入金の返済による支出 △89,285

配当金の支払額 △393,541

利息の支払額 △5,973

その他 △120

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,611,079

現金及び現金同等物に係る換算差額 960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,391,860

現金及び現金同等物の期首残高 5,576,033

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,184,173
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当連結会計年度は当社の第１期となりますが、以下の項目は「企業結合に関する会計基準」における取得企

業である大日本コンサルタント株式会社で採用していた会計処理方法から変更しているため、会計方針の変更

として記載しております。

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来、進捗部分について成果の確実性が認められる業務については業務進行基準を、その他の

業務については業務完成基準を採用しておりましたが、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約につい

ては、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、一定の期間にわたり収益を認識しております。

　なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する実際原価の割合（インプット

法）によっております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ま

た、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに

行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積

的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は61億２千６百万円、売上原価は40億８千３百万円それぞれ

増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ20億４千２百万円増加しております。

また、利益剰余金の当期首残高は６億３千８百万円増加しております。

（会計上の見積りの変更）

当連結会計年度は当社の第１期となりますが、以下の項目は「企業結合に関する会計基準」における取得企

業である大日本コンサルタント株式会社で採用していた会計処理方法から変更しているため、会計上の見積り

の変更として記載しております。

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表へ

の影響はありません。
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３．その他

受注及び販売の状況

　 ① 受注高

業務別

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年７月１日

　 至 2021年12月31日）

金額（千円） 構成比（％）

建設コンサルタント業務 11,786,359 87.7

地質調査業務 1,655,386 12.3

合計 13,441,746 100.0

　 ② 受注残高

業務別

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年７月１日

　 至 2021年12月31日）

金額（千円） 構成比（％）

建設コンサルタント業務 16,304,178 89.1

地質調査業務 2,004,803 10.9

合計 18,308,982 100.0

　 ③ 販売実績

業務別

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年７月１日

　 至 2021年12月31日）

金額（千円） 構成比（％）

建設コンサルタント業務 12,003,825 84.1

地質調査業務 2,268,967 15.9

合計 14,272,793 100.0

　


